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北西太平洋サケ・マス漁業1<::'おけるギンザケの漁獲量は，シロザケ，ベニザケおよびカラフトマス

に比べて少なく，マスノスケの漁獲量より多い。価格はベニザケに次いで高く，近年ではベニザケ資

源の減少lζ伴い，ギンザケの経済的な意義が増している。

ギンザケの海洋での食性を取り扱った研究は少ない。 G odfrey (1965)1)は北太平洋漁業国

隣接員会報告書の中で，アラスカ湾で採集されたギンザケ親魚は，多種類の生物を声餌しており，中

でもイカと魚類が最も重要であり，それについで‘オキアミ類のJI民である ζ とを紹介している。また待

鳥 (1972)2) は北西太平洋ω北緯 42~47 度，東経 173 度~ 179度の水域を調査し，イカ類が全

胃内容重量の98.7%を占め，魚類は 0.7%，他はオキアミ類，端脚類，翼足類であったζ とを述べ，

さら K多量Iζ索餌をしている水域では，漁獲尾数も多かった ζとを指摘している。

筆者等は，北西太平洋海域ほほ全域にわたってギンザケの胃内容物について調査し，あわせて 6月

から 7月にかけて，体長，肥満度および生殖腺指数の変化について検討し， 2， 3の知見を得Tこので

報告する。

本稿在進めるに当り，胃袋の送付および魚体測定1<::'御協力を頂いた試験操業調査船，北辰丸，岩手

丸，宮古丸， りあす丸，熊本丸，いわき丸の調査員はじめ乗組員の方々 1<::.厚くおネしを申し上げる。ま

た資料の取りまとめるにあたり御指導頂いた北海道大学水産学部上野元一，前田辰昭両助教授，遠洋

水産研究所北洋資源部の佐野第二研究室長および伊藤準，待鳥精治両技官iζ感謝の意を表すとともに，

イカ類の査定IL御協力を頂いた東海区水産研究所奥谷喬司技官1<::'謝意を表する次第である。
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材料および 方 法

材料は，上記 6隻の調査船Kより 1974年と 1975年の 6月と 7月1<::'漁獲されたギンザケである。調

査尾数はそれぞれ386尾と 721尾である。 ζれらの採集位置は図 1，図 2，図 31<::'示す。各船とも使

用した網の目合は 111胴および 1121!lmであった。漁獲後直ちに体長，体重および生殖腺重量を測定し，
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図1.調査地点 1974年6-7月
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図3.採胃地点
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図2.採胃地点

胃袋を摘出して 10O/Oホルマリン溶液で固定した。胃内容物の調査は当水試で行なヮTこ。

果

1 .索餌特性

胃内容物について

胃内容物の種類別出現頻度および重量組成lLついては，時期的な差異が多少みられる乙とから月別

とし，図4および図 51乙示す。 1975年 6月においては，イカ類が顕著に出現し，出現頻度で全体の45
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図5.北西太平洋ギンザケの胃内容物出現頻度

および胃内容物重量組成 7月
図4. 北西太平洋ギンザケの胃内容物出現頻度

および胃内容物重量組成 6月
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%強，重量組成では約78%を占める。次いでオキアミ類が多く，出現頻度で29%，重量紐成では 8

%である。魚類は 6月では少ない。 7月では， ζ れら 3穫の出現頻度がほぼ同じ比率になっているが，

重量組成では，イカ類が47%を占めて最も多く，ついで魚類，オキアミ類の11員となる。

前年の 1974年は， 1975年と比較すると 6月ではイカ類，魚類の比率が減り，オキアミ類が増免

ている。そして 7月ではイカ類が減り，魚類，オキアミ類が増えている。

翼足類と境脚類は，ごくわずかに見られた程度であり，端脚類および等脚類は，更IL少なくその他

の餌料生物として取り扱った。

餌料生物を詳細fl:.種別lζみると，イカ類の中ではドスイカが卓越し，大部分を占める。他iζツメイ

カもみられるが少ない。その他U_)イカの項IL入れたものiζは，タコイカ等があるが，消化が著るしい

ため種の査定が菌難であったものも入れた。魚類ではサンマ，ハダカイワシ，イトヨ，カジカ自の魚

種が多く出現する。サンマは 6月では少なく， 7月ではかなりの比率を占める。

以上の結果より，両年とも餌料生物の組成が多少異なるが，イカ類が顕著に多く，次いで魚類，オ

アミ類となっていて，乙の三種類で大部分奇占める。
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図6.ギンザケの摂餌率の分布 1975年6月

索餌量および索餌率について

図7.ギンザケ摂餌率の分布 1975年7月

ギンザケ 1尾当りの平均索餌量およひ京餌率は表1Iζ示す。 1975年採集のギンザケは， 1974年の

ものより索餌量が少ない。両年とも月別の比較では6月より 7月は索餌率が低下する傾向がみられた。

表1.北西太平洋ギンザケの1尾当り索餌量および索餌率

索餌率=胃内重量/体重X1000 

月
6月 7月

27.63 

11.24 

24.24 

10.88 

27.99 

14.42 

25. 13 

13.42 

1 9 7 5年 索餌量(g) 

索餌率

1975年における平均索餌率の平面的分布を，月別Il:.図 6および図 71l:.示した。両月とも東経 165度

から 170度fl:.かけての南側水域で多量に索餌されている。 6月Il:.は北側水域の東経 160-165度，北

緯 47-49度あたり Il:.も索餌率の高い水域がみられた。 7月ILは特lζ顕著であるが，北西太平洋の南側

水域Iζ索餌率の多い水域があり，千島列島およびアリューシャン列島周辺海域I乙かけては漸次低くなる

乙とが推測し得る。
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図8.調査地点目IJ胃内容物重量組成 1975年7月

水域別胃内容物組成について

調査地点を緯経2度毎の升目l乙分け，胃内容物の水域別胃内容物重量組成を検討した結果，概してk

沖合水域でイカ類の捕食が多く，沿岸水域では魚類が，その中間オく域ではオキアミ類が比較的多く索

図9.調査地点別胃内容物重量組成 1975年6月
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1974年

餌されている。 6月よりは調査地点が広範圏にわたる 7月では，さらに乙の傾向が明らかである。

図 8および図 9参照)乙の乙とは 1974年の調査でも同様の現象がみられた。(図 10参照)

餌料生物中最も多量iζ索餌されていf:ドスイカについて、前記と同様に緯経2度毎の升目単位K1

調査地点別胃内容物重量組成図10.
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尾当り平均索餌量を算定し，その等量線措くと図 11同されるような結果となる。即ち北緯44度
から 48度，東経 166度から 172度あたりの水域で多く索餌し，その周辺水域では次第fe捕食量が少

ドスイカの平均捕食量図12.

-28-

1974年7月図11.ドスイカの捕食量
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図13. 1975年7月のギンザケの餌料生物(サンマ・オキアミ)の分布

くなっている。 1974年の調査結果でも索餌している中心域が多少異なっているが，南側水域で索餌

量の多い点は同様である。(図 12参照)

サンマ，オキアミ類が索餌されていた水域を図 13fζ示す。 7月において魚類中最も出現頻度の高い

サンマは千島列島南側水域で多く索餌されており，北緯 47度以北では出現していない。索餌水域があ

まり広くない ζ とがわかる。一万オキアミでは広範囲fC索餌されており，索餌量の多い水域は，自在記

のように沿岸と沖合の中間水域である ζ とが， ζの乙とからも

裏付けられる。(図 13参照)

Il.魚体組成

体長組成について

ギンザケの体長組成は，単一モードをもら， 1975年では 7

月初旬にかけて遂次平均体長が大きくなる傾向がみられた。

1974年ではその後も旬別に平均体長が増加したが， 1975年

では雄については 7月初旬をピークとして下旬にかけては漁獲

物は小きくなったが，自主ではほとんど変化がみられなかった。

雄のほうが雌より一般的iζ平均体長が大きい。(図 14，15参照)

肥満度

平上旬肥満度と 95%の信頼区聞を旬5.llJfL図 1'6fζ示した。 1975

年の魚体は 1974年のものより体長同様，低く推移しているが，

ζの時期fLおいては伊1)年同様の上昇傾向が認められるものと思
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悶15.体長の旬別変化 図16.肥満度の旬別変化
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図17.生殖度指数旬別変化

1975年 6-7月



われる。

生殖線指数

生殖腺は急激IL増加し， 2ヶ月間で雌では 3倍余り lζなっている。生新直線指数の増加傾向は雌では

直線的であったが，雄では 7月の下旬頃IL急激fC増加する乙とがみられた。(図 17参照)

三号 察

本研究ではイカ類が最も出現頻度の高い餌料生物であるが，魚類，オキアミ類も多く索餌されてい

る乙とがわかったo特IC北西太平洋海域において広範囲ICギンザケが漁濃される 7月Iζは，魚類，オ

キアミ類の餌料生物としての割合が高くなる。乙の乙とは水域毎i己主要餌料生物を異ILしている乙と

iζ起因していると推測される。即ち北西太平洋中央部ではイカ類を，千島列島およびアリューシャン

列島の大陸棚周辺部では魚類が多く，その中間水域ではオキアミ類が主要な餌料生物となっている。

待鳥 (1972)は北緯 42-.，17度，東経 173度-179度の水域ILおける調査で胃内総重量の 98.7%が

イカ類で，残り 1・3%が魚類やオキアミ類等であると報告しているが，乙の乙とは今回の同水域の漁

獲物のものとほぼ一致する。

ー般にギンザケは 6月から 7月lζかけて時期とともに南方水域から北万水域および列島周辺水域IL

回遊する乙とが知られている。そのため 6月の胃内容物中fCはイカ類が顕著IL多い結果になり， 7月

ILはイカ類0)比率が相対的l乙減少し，魚類およびオキアミ類が増えにのであろう。

ζの期間のギンザケの餌料生物はイカ類，魚類，オキアミ類のような大型生物で大部分を占め， f也

のサケ・マス属が比較的多く索餌している挨脚類，端脚類，翼足類等の小型生物は極めて少ないζ と

が指摘できる。

次lζ水域別1L1尾当りの平均索餌率でみると，北西太平洋中央部南側水域で索餌率が高く，体重の

約 3-4%を摂取しており胃壁の形状からみて飽食状態と思われる漁獲物が多く見られた。乙の水域

巻中心 ILして周辺水域では索餌率が次第fC減少している傾向があり，アリューシャン列島の南側水域

では最小となる。乙の分布はドスイカの索餌量のそれとほぼ一致している。乙の水域ではギンザケは

ドスイカを捕食し，その分布の濃い水域では索餌も活発である ζ とが示唆される。

ドスイカの生態については，ほとんど知られていないが，ギンザケが捕食していた水域がかなり広

範囲fC亘ヮている乙と，またその量も多い乙とから水産有用生物として利用できる可能性がある。

索餌されているドスイカは全て Youngと思われる。 ζのものは比較的表層を遊泳していると思われ

るn そのためギンザケの遊泳層とほぼ一致し，好適な餌料生物になったもωと推察される。

トスイカと同様にしてサンマでも千島列島南側水域で分布が多く，ま時層魚種である帥ギンザ

ケとの'出合い'が多いのであろう。 ζの水域では他の餌料生物も多いと思われるがギンザケは大型

の生物ぞ好んで餌料としているものと思われる。

魚体組成との関係

漁獲の対象となるギンザケは，調査期間附ける生殖巣の増加傾向からして大部分が成魚であろ弁

まTこ体長組成が単一モードぞ形成している。乙れはGodfrey(1965)が指摘しているように 43年

魚もお年魚と同様に海洋生活において成長が似にようなものになるためであろう。 6月から 7月fC

かけてふは.生活史のうちかつてない程，体長および肥満度，生殖巣を増大する時期と推定される。

そのため北西太平洋中央水域で多量同餌し，やがて直面する産卵哨えてエネルギー脅蓄積するも

のと思われる。

1975年は 1974年の同期のギンザケより 4型化していたが，胃内容物組成の相異およびー尾当り

- 30一
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索餌率の減少も 1要因1ζなったものと推定される。

今後さらに調査金継続し上記の事項を明らかlζしたい所存である。

7は

要 約

オ

;と

1974年および 1975年の 6月から 7月にかけて，北西太平洋海域11:.分布するギンザケの胃内容物

および魚体測定をした結果，下記ωような知見を得た。

1 .胃内容物組成11:.おいてはイカ類が最も多く，魚類，オキアミ類の11良になる。他の餌料生物は極

めて少ない。

2 .南側中央水域でイカ類が，千島列島およびアリューシャン列島周辺水域では魚類，その中間水

域ではオキアミが主な餌料となる傾向がみられた。

3 .南側中央水域で摂餌量が多い水域があり，その周辺水域では漸次少なくなる傾向がある。

4 . 1尾当りの摂餌量は 1975年のほうが少ない。

5 .平均体長，肥満度，生殖腺指数は旬を追うに従って上昇傾向Kあるが，両年を比較すると 1975

年が4型化し，肥満度も若干低い結果となった。

:し、

rン
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D漁、

まIL

「月 文 献

他 l).Godfrey 北西太平洋のさけ・ますー第9部，沖合ILおけるぎんざけ，ますのすけ及びさく
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